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 上記短報について、以下の3箇所を訂正いたします。（[正]Web公開版、[誤]製本掲載版） 

 

①p.96 表1のカラムおよびカラム温度 

［誤］カラム DB-5 

   カラム温度 40℃（2min）→10℃/min→280℃（2min） 

［正］カラム DB-5 MS 

   カラム温度 150℃（4min）→4℃/min→250℃→20℃/min→300℃（10min） 

 

②p.96 3 結果および考察（下4行目） 

［誤］リノレン酸メチルエステル 

［正］リノール酸メチルエステル 

 

③p.97 図1のピーク名 

［誤］#2 リノレン酸メチルエステル 

［正］#2 リノール酸メチルエステル 

 

以上 


